
省
燈
首
座
の
五
位
思
想佐

橋

法

龍

一
二

省
燈
な
る
人
物
に
就
い
て
は
、
そ
の
擦
る
可
き
資
料
の
乏
し
い
爲
、
充
分
に

知
る
事
は
出
來
な
い
が
、
延
寳
傳
統
録
巻
廿
七
の
眞
如
明
嬰
齊
哲
暉
師
法
嗣
の

項
に

「無
塵
省
燈
首
座
。
號
幻
化
道
人
。
承
嗣
明
嬰
。
初
参
春
屋
龍
干
天
龍
。

典
藏
鍮
。
謁
龍
漱
澤
干
南
輝
。
居
後
版
。
又
從
東
陵
瑛
於
眞
如
。
依
止
久
矣
。

問
以
洞
下
偏
正
之
訣
。
塗
作
五
位
之
圖
説
。」
と
あ
る
の
に
從
へ
ば
、
彼
は
中
峰

下
明
嬰
齊
哲
 (
一
三
四
九
寂
)
 の
法
嗣
で
、
夢
窓
下
の
春
屋
妙
飽
 
(
一
三
八
八

寂
)
 龍
漱
周
澤
 (
一
三
八
八
寂
)
、東
陵
派
曹
洞
暉
の
祀
東
陵
永
瑛
 
(
一
三
六

五
寂
)
 等
に
歴
参
し
て
ゐ
る
。
就
中
、
東
陵
の
會
下
に
は
か
な
り
久
し
く
止
つ

て
、
專
ら
五
位
の
参
究
に
没
頭
し
た
や
う
で
あ
る
が
、
然
し
東
陵
の
五
位
説
に

は
省
燈
も
從
つ
て
ゐ
な
い
。
即
ち
省
燈
の
著
偏
五
位
圖
説
の
序
に
於
い
て
、
省

燈
は

「
及
至
今
日
。
人
多
捨
其
意
求
其
相
。
而
相
也
無
分
曉
。
不
本
於
古
人
之

意
。
各
随
己
意
護
出
五
卦
。
強
配
五
圏
。
其
説
愈
多
。
其
旨
愈
遠
矣
。
予
嘗
疑

之
。
遍
参
問
老
宿
。
肇
看
抄
録
。
井
無
一
言
可
以
解
己
疑
也
。

一
夜
宿
京
城
客

舎
。
與
信
州
來
兄
弟
章
上
人
。
語
話
之
次
。
忽
然
有
得
其
要
領
。
我
當
時
直
得

無
著
緻
喜
虚
也
。」
と
述
懐
し
て
ゐ
る
。
即
ち
省
燈
は
早
く
よ
り
當
時
盛
行
の

五
位
説
に
多
大
の
疑
問
を
抱
き
、
そ
の
解
決
を
求
め
て
廣
く
諸
虚
を
遍
参
し
、

又
諸
典
籍
を
も
研
究
し
た
が
、
遽
に
そ
の
疑
惑
は
解
か
れ
ず
、
延
文
三
年
 (
一

三
五
八
)
、章
上
人
に
會
う
に
至
つ
て
初
め
て
會
得
す
る
所
が
あ
つ
た
の
で
あ

る
。
彼
の
言
ふ
章
上
人
な
る
人
物
に
就
い
て
は
全
く
分
ら
な
い
。
語
話
之
次
忽

然
有
得
其
要
領
と
彼
の
述
べ
る
所
に
依
れ
ば
、匡彼
は
章
上
人
の
示
教
を
得
て
五

位
の
要
領
を
會
得
し
た
の
で
は
な
く
、
章
上
人
と
の
語
話
中
、
練
然
と
自
得
し

た
も
の
で
あ
ら
う
。
爾
來
彼
は

「遍
正
同
互
。
聾
也
變
也
。
所
以
五
卦
配
五
位
。

及
古
今
以
來
。
列
位
同
異
。
名
相
託
齪
。
宛
如
視
掌
中
果
。」
(
五
位
圖
説
序
)

と
述
べ
て
ゐ
る
様
に
、
五
位
に
關
し
て
は
明
快
な
解
羅
を
得
た
も
の
の
如
く
、

や
が
て
そ
れ
が
五
年
後
に
偏
正
五
位
圖
説

一
巻
と
し
て
實
を
結
ん
だ
の
で
あ

る
。
然
し

一
方
で
は

「敏
老
密
之
謹
明
。
心
自
許
可
而
已
。」
(同
上
)
 と
述
べ

て
、
印
可
謹
明
を
受
け
ざ
る
自
説
へ
の
不
安
を
吐
露
し
て
ゐ
る
。
曾
て
大
日
房

能
忍
が
印
可
な
き
自
身
の
暉
法
に
苦
し
ん
だ
如
く
、
省
燈
も
又
暉
門
が
面
授
面

稟
を
痛
く
重
要
視
す
る
社
會
で
あ
る
だ
け
に
深
刻
に
苦
し
ん
だ
ら
し
く
、
洞
上

諸
阻
を
遙
拝
し
て
、は
か
な
い
偶
然
に
迄
自
説
の
謹
明
を
求
め
た
り
し
て
ゐ
る
。

然
し
省
燈
は
さ
う
し
た
不
安
に
の
み
か
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
「乃
得
雲
外
和
尚

所
撰
寳
鏡
三
昧
玄
義
井
曹
洞
旨
訣
。
看
之
果
與
從
前
會
得
底
相
合
者
多
莫
。
愈

信
其
不
妄
也
。」
と
述
べ
て
、
曾
て
参
學
し
た
東
陵
の
師
雲
外
雲
畑
の
所
説
を

學
ん
で
は
相
合
す
る
黙
の
多
逢
を
知
り
、
盆
々
自
説
に
封
す
る
自
信
を
深
め
、

途
に
貞
治
二
年
 
(
一
三
六
三
)
 偏
正
五
位
圖
説

一
巻
を
著
し
た
。

省
燈
の
事
績
に
就
い
て
は
上
に
述
べ
た
事
以
外
は
飴
り
多
く
を
知
り
得
な

い
。
彼
は
大
腱
畿
内
を
多
く
往
來
し
て
遍
参
に
終
始
し
、
晩
年
は
幻
化
道
人
と

號
し
て
何
れ
か
に
隠
擁
し
た
や
う
で
あ
る
。
さ
れ
ば
彼
は
一
山
の
主
と
し
て
そ

の
暉
法
を
墨
揚
し
た
こ
と
も
な
く
、
寂
年
す
ら
分
ら
な
い
。

二

省
燈
の
五
位
思
想
を
伺
ふ
資
料
と
し
て
は
偏
正
五
位
圖
説

一
巻
が
あ
る
の
み

で
あ
る
が
、
此
の
省
燈
の
勢
作
が
南
英
謙
宗
 
(
一
四
六
〇
寂
)
 の
手
に
依
つ
て

完
全
に
今
日
に
残
さ
れ
て
ゐ
る
爲
、
省
燈
の
五
位
思
想
は
ほ
穿
充
分
に
知
り
得

省
燈
首
座

の
五
位
思
想
 
(
佐

橋

)
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省
燈
首
座
の
。五
位
思
想
 (佐

橋
)

る
の
で
あ
る
。
省
燈
は
前
に
も
述
べ
た
如
く
、
そ
の
生
涯
の
殆
ど
を
遍
参
、
隙

樓
に
費
し
た
爲
、
彼
の
思
想
も
、
そ
の
勢
作
偏
正
五
位
圖
説

一
巻
も
、
そ
れ
程

廣
く
輝
門

一
般
に
知
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
つ
た
で
あ
ら
う
が
、
然
し
、
曹
洞
駈

説
の
正
統
的
五
位
墨
揚
に
畢
生
の
努
力
を
傾
け
た
南
英
が
、
偏
正
五
位
圖
説
の

序
践
を
含
む
全
文
を
引
用
し
て
ま
で
、
省
燈
の
五
位
説
を
徹
底
的
に
論
破
詰
難

し
て
ゐ
る
事
實
は
、
決
し
て
省
燈
五
位
が
當
時
輕
く
扱
は
れ
て
ゐ
な
か
診
抜
事

を
示
し
て
ゐ
る
と
云
へ
よ
う
。
恐
ら
く
諸
派
の
秘
訣
と
構
す
る
も
の
と
共
に
、

一
部
で
は
か
な
り
灌
威
あ
る
見
解
と
し
て
重
き
を
な
し
て
ゐ
た
に
違
ひ
な
い
。

所
で
省
燈
の
五
位
思
想
で
あ
る
が
、
彼
は
當
時
傳
播
し
て
ゐ
た
石
霜
所
説
の

五
位
を
託
簿
と
薗
じ
、
そ
の
位
次
も
(
一
)
正
中
偏
(
二
)
偏
中
正
(
三
)
正
中
來
(
四
)
偏
中
至

(
五
)
象
中
到
と
、
洞
曹
所
説
の
も
の
に
改
め
て
、
大
い
に
正
統
的
五
位
説
の
唱
導

に
努
め
た
如
く
で
は
あ
る
が
、
然
し
、
彼
の
五
位
説
は
決
し
て
正
統
的
な
も
の

で
は
な
く
、
易
學
を
根
幹
と
し
た
極
め
て
非
輝
的
非
佛
教
的
な
思
想
で
あ
る
。

勿
論
本
稿
に
於
い
て
は
そ
の
全
容
を
紹
介
叙
述
す
る
事
は
出
來
な
い
の
で
、
今

一は
省
燈
五
。位
の
易
學
的
傾
向
に
就
い
て
の
み
簡
軍
に
述
べ
て
、
他
は
後
日
の
機

會
に
譲
り
た
い
。

そ
こ
で
先
づ
偏
正
五
位
圖
説
の
構
成
を
み
る
に
、
(
一
)
重
離
六
交
圖
(
二
)
偏
正
五

位
圖
国
鍾
而
爲
三
圖
働
變
養
成
五
圖
(
五
)
重
離
出
五
卦
総
圖
爾
様
因
五
卦
配
五
圏

圖
(
七
)
正
五
位
相
圖
内
正
五
位
名
圖
(
九
)
正
五
位
義
圖
(
1
0
)
曹

山
五
位
君
臣
旨
訣
圖
添

入
五
圏
一
偏
正
五
位
名
義
総
説
の
十

一
段
階
よ
り
成
つ
て
ゐ
る
が
、
八
、
九
、

一
〇
を
除
い
て
は
殆
ど
易
説
を
根
幹
と
し
て
偏
正
五
位
説
を
展
開
さ
せ
て
ゐ

る
。
例
へ
ば
第
一
の
重
離
六
交
圖
に
於
い
て
は
易
六
十
四
卦
中
の
一
た
る
重
離

(通
常
離
と
の
み
云
ひ
、
省
燈
も
周
易
正
経
直
謂
之
離
不
復
加
重
字
と
述
べ
て

ゐ
る
)
 の
説
明
と
、
輝
家
が
五
位
を
説
く
に
當
つ
て
、
何
故
に
六
十
四
卦
中
離

の
一卦
の
み
を
敢
て
と
つ
た
か
と
云
ふ
獨
取
離
卦
の
理
由
に
就
い
て
省
燈
は
彼

の
見
解
を
述
べ
て
ゐ
る
が
、
そ
の
何
れ
も
、
内
容
は
暉
思
想
と
云
ふ
よ
り
も
易

思
想
と
云
ふ
可
き
内
容
で
あ
る
。
即
ち
獨
取
離
卦
の
理
由
に
就
い
て

「
凡
曹
洞

家
之
立
五
位
也
明
暗
爾
岐
正
偏
二
路
耳
。
以
明
具
中
之
者
爲
偏
也
。
明
者
陽
也

白
也
。
以
暗
旦
中
之
者
爲
正
也
。
暗
者
陰
也
黒
也
。
故
丹
霞
云
。
借
黒
灌
正
假

白
示
偏
。
六
十
四
卦
中
唯
離

一
卦
陰
皆
在
二
燈
之
中
。
陽
皆
在
二
鐙
之
上
下
爲

偏
。
飴
皆
不
然
。
故
獨
取
離
卦
耳
。」
と
か
又
「獨
取
離
卦
貴
在
中
交
不
復
取
卦

象
也
。
」
或
は
「明
者
離
之
徳
。
火
與
日
離
之
象
也
。
所
以
貴
離
。
在
中
交
之
陰

而
明
亦
不
取
卦
徳
卦
象
也
。」
と
述
べ
て
ゐ
る
諸
黙
が
そ
れ
で
あ
る
。
暉
門
に

於
い
て
五
位
を
説
く
時
、
正
偏
明
暗
等
の
鞠
立
的
概
念
が
用
ひ
ら
れ
る
が
、
そ

れ
は
ど
こ
ま
で
も
佛
教
乃
至
暉
の
教
理
思
想
に
基
づ

い
た
も
の
で
、
決
し
て
易

思
想
で
は
な
い
。
故
に
正
と
云
ふ
も
偏
と
云
ふ
も
、
又
明
暗
黒
白
と
云
ふ
も
、

そ
れ
ら
は
皆
假
り
に
灌
し
た
所
の
方
便
的
表
現
で
あ
つ
て
、
正
偏
明
暗
黒
白
を

翼
立
す
る
固
定
的
實
膿
者
と
考
へ
て
ゐ
る
の
で
は
絶
獨
に
癒
い
。
從
つ
て
暉
乃

至
五
位
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
絶
封
に
離
卦
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
云
ふ
理

由
は
な
く
、
唯
離
が
乾
坤
炊
と
共
に
易
六
十
四
卦
中
の
基
本
的
な
卦
で
あ
り
、

型
も
陰
陽
の
配
置
も
、
更
に
は
卦
徳
、
卦
象
の
良
い
所
か
ら
便
宜
的
に

一
方
法

と
し
て
取
ら
れ
た
に
す
ぎ
な
い
。
然
る
に
省
燈
は
上
述
の
如
く
便
宜
的
に
利
用

さ
れ
た
離
卦
に
鞠
し
て
、
離
卦
と
五
位
と
の
絶
封
的
本
質
的
な
蓮
關
を
抽
出
し

や
う
と
甚
だ
無
理
な
努
力
を
試
み
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
即
ち
彼
は
叢
の
如
き
離

は
正
で
あ
り
、
暗
で
あ
り
黒
で
あ
る
陰
変
が
中
正
の
位
に
在
る
唯

一
の
卦
で
あ

る
が
故
に
、
こ
の
離
の
み
が
六
十
四
卦
よ
り
敢
て
撰
ば
れ
た
の
で
あ
る
と
云

ふ
。
然
し
こ
の
省
燈
の
見
解
は
甚
だ
多
く
の
矛
盾
を
含
ん
で
ゐ
る
。
先
づ
第

一

(
2
)

に
正
で
あ
る
陰

を
中
正
の
尊
貴
な
る
も

の
 
(
周
易

三
才

の
位

に
依

れ
ば
第

五
交

は
君
、

天
子

の
位
で
あ
る
。

そ

こ
で
省
燈

は
こ

の
陰
父
、

正
を
以
て
不
偏

不
僑

(
3
)

過
不
及
な
き

の
中
で
あ
り
、

尊
貴
な
る
も

の
で
あ
る
と
説
く
)
 と
云
つ
て
、
偏
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で
あ
る
陽
に
勢
し
て
は

「非
中
之
者
皆
邪
也
。
邪
也
者
皆
偏
也
。」
と
云
つ
て

ゐ
る
黙
で
あ
る
。
此
の
や
う
な
、
正
偏
を
固
定
的
實
燈
者
と
見
て
、
そ
の
間
に

正
邪
尊
卑
の
差
別
を
附
す
る
が
如
き
は
、
二
者
超
絶
不
即
不
離
の
無
獲
境
を
常

に
道
破
せ
ん
と
す
る
暉
の
正
し
い
立
場
か
ら
は
程
遽
い
も
の
で
、
正
と
云
ひ
偏

と
云
ふ
も
元
來
は
同

一
物
の
爾
面
で
、
何
等
そ
の
間
に
は
尊
卑
正
邪
等
の
差
別

は
な
い
の
で
あ
る
。
か
か
る
易
に
誤
ら
れ
た
る
態
度
は
偏
正
同
互
の
理
の
見
解

に
於
い
て
も
顯
著
で
あ
る
。
即
ち
彼
は
薗
偏
正
同
互
圖
に
於
い
て

「所
謂
同
互

者
。
先
自
初
至
二
以
爲
偏
正
同
互
。
其
象
如
此
二
。
啓
蒙
所
出
少
陰
是
也
。
次

自
二
至
三
以
爲
正
偏
同
互
。
其
象
如
此
二
。
啓
蒙
所
出
少
陽
是
也
。
次
自
四
至

五
其
象
如
此
二
。
後
自
五
至
上
其
象
如
此
二
。
而
上
下
二
膿
各
出
少
陽
少
陰
。

謂
之
偏
正
同
互
也
。」
と
云
つ
て
ゐ
る
。
是
も
亦
甚
し
い
誤
り
で
あ
る
。
抑
む

偏
正
岡
互
は
事
理
の
相
即
圓
融
無
磯
な
る
を
云
つ
た
も
の
で
、
易
の
云
ふ
陰
と

陽
と
の
交
渉
と
は
全
く
性
質
の
異
な
る
も
の
で
あ
る
。
所
謂
易
に
於
け
る
陰
と

陽
と
は
互
に
そ
の
本
質
を
異
に
す
る
甥
立
者
で
、
佛
教
の
云
ふ
理
と
事
と
の
關

係
と
は
全
く
異
な
る
も
の
で
あ
る
。
此
の
外
省
燈
は
正
中
偏
を
震
曇
と
し
て

「以
卦
交
論
之
。
即
上
二
交
爲
陰
下

一交
爲
陽
 (中
略
)
 即
震
本
從
坤
之
純
陰

一
陽
方
生
下
」
と
説
き
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
●
な
る
圏
兎
を
豊
き
、
更
に
正
中

偏
が
(
イ
)
正
位
中
に
偏
を
含
み
(
ロ
)
正
位
中
よ
り
偏
に
向
ふ
位
で
あ
る
こ
と
を
述
べ

て
ゐ
る
。
又
偏
中
正
に
就
い
て
は
巽
籠
、
●
と
な
し
て

「
以
卦
交
論
之
即
上
二

麦
爲
陽
下

一交
爲
陰
。
(中
略
)
 即
巽
本
從
乾
之
純
陽

一
陰
方
生
下
。)
「
以
圏
見

論
之
即
二
分
白
下
一
分
黒
 (中
略
)
 從
純
白
之
中
來
方
生
一
分
黒
。」
と
説
き
、

こ
ゝ
か
ら

「
一
者
偏
位
之
中
有
正
。
二
者
從
偏
位
之
中
還
向
正
。」
と
の
偏
中

正
の
内
容
を
説
い
て
ゐ
る
。
勿
論
省
燈
の
五
位
説
も
部
分
的
に
は
正
當
な
箇
所

も
あ
る
。
偏
中
正
を
以
て

「舎
事
入
理
。
事
偏
理
正
。
亦
謂
之
奪
境
不
奪
人
。」

と
云
つ
て
ゐ
る
あ
た
り
、
又
正
中
來
を

「
正
中
來
者
從
正
位
之
中
來
。
得
位
居

中
。

不
復
見
偏
」
と
述

べ
て
ゐ
る
黙
等
、

曹
山
洞
山

の
原
意
に
近

い
。
乍
併
、

先
づ
卦
を
示
し
て
易

理
に
依

る
そ
の
卦
象
を
論
じ
、

そ

の
上
に
立
つ
て
五
位
の

理
を
展
開
し

て
ゐ
る
。

從

つ
て
省

燈

の
五
位
説

は
そ

の
説
明
に
た
と

へ
輝

本
來

の
意
に
近
い
語
を
用
ひ
た
と
し
て
も
、

そ
れ
は
常

に
易
理
易

説
と

の
密
接
な
聯

關

の
下
に
用
ひ
ら
れ

て
ゐ
る

の
で
あ
る
。

さ
れ
ば

根
本
に
於

い
て
上
述

の
如
く

誤

つ
て
ゐ
る
省
燈

の
五
位
説
は
所
詮
非
正
統
的
非
佛
教
的
な
誤

れ
る
も

の
と
云

ふ
可
き

で
あ
ら
う
。

1
 
南
英
撰
偏
正
五
位
圖

説
詰

難
序
参
照
。

2
 
易

以
乾
爲
君
以
坤
爲

臣
。

乃
是
陰
陽
尊

卑
之
常
也
。

若
以
六
位
論
君
與

臣
則
無

陰
無
陽
。

皆
以
居

五
之
交
位
爲

君
。
除

五
之
外

不
當
君
位
。

是
諸

卦
之
通
例
也
。

(
五
位
圖
説
(
二
)
偏正
同

互
圖
)

3
 
中
也
不
偏
不
椅
。

無
過

不
及
之
名
也
。

中
則
蕪
正
。
故
名
中
爲

正
也
。

(
同
右
)

省

燈
首
座

の
五
位
思
想

(
佐

橋
)
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